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本説明書は、お掃除ラクリーナパネルの据付け方法を記載してあります。
室内ユニットの据付説明書と共にお読みください。
この製品は、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。
This product is designed for use only in Japan and cannot be used in any other countries. No servicing is available outside of Japan.
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❺ 室内ユニットの取付けレベルの確認

標準パネルよりも＋110mm高く 

・お掃除ラクリーナパネルの場合、標準パネルの据付け
　に対し、天井裏高さが110mm増します。
　天井下面と室内ユニット下面の差は120～124mmの
　範囲内としてください。
・天井開口は標準パネルと同一の□860～□910mmの
　範囲にしてください。

１．パネル本体の裏側で配線が青テープで固定されています。
　　青テープを剥がしてください。

２．パネル本体の仮固定ワイヤーを室内ユニットのフック(２ヶ所)
　　に引っ掛けて、パネル本体を室内ユニットに吊るします。

３．付属のボルト(４本)で、パネル本体と室内ユニットを固定
してください。
室内ユニットの水平度、ドレン配管などに影響がなければ、
パネル本体を取付けたまま室内ユニットの据付け高さを微
調整できます。

室内ユニット取付け高さは、パネル取付け後にコーナ開口部より
微調整ができます。

ご注意

1
2
0
～
1
2
4
m
m

□860～□910mm

❻ パネル本体の取付け方向

❼ パネル本体の取付け

・パネル本体の取付け方向は室内ユニットに対し方向性があります。
・パネル本体は、図に示す方向で取付けてください。
・パネル本体の「ドレン排水」と室内ユニットドレン配管の位置
を合わせてください。

・パネル本体の「配管側」と室内ユニット冷媒配管の位置を合わ
せてください。室内ユニット用制御箱

人感センサー付
コーナリッド取付け部

お掃除用制御箱

冷媒配管 ドレン配管

表示部付コーナリッド
取付け部

吸込グリルに方向性があります。
一方向にしか取付けられません。

冷媒配管

パネル本体取付けの際、室内ユニットの天井からの高さは
パネル本体に無理な荷重がかからない高さにしてください。
フィルター清掃が正しくできなかったり、吸込グリルが正
しく閉じないことがあります。

ご注意
パネル本体取付けの際、室内ユニットの天井からの高さは
パネル本体に無理な荷重がかからない高さにしてください。
フィルター清掃が正しくできなかったり、吸込グリルや
エアフレックスを閉じることができない恐れがあります。

ご注意
吹出口のルーバ（　　　部）と吹出口周囲のエアフレックス
（　　　部）は可動する部品です。
手で無理に動かすと破損します。パネル本体を持つ際は
取扱いに注意してください。

配線青テープ
フック（２ヶ所）

仮固定ワイヤーボルト
（４ヶ所）

空気漏れ

天井面空気漏れ

汚れ発生 露付・露垂れ

コーナ開口部から室内ユニットの
固定ナットを微調整しださい。

・吊りボルトの締め込みが不十分な場合、下図のような
不具合発生の原因となりますので確実に締め込んでください。

ご注意
・吊りボルトを締め込んでも天井面とパネルとの間に隙間が
できる場合は、室内ユニットの高さを再調整してください。

斜線部（それぞれ4ヵ所）は可動します。
手で無理に動かすと破損します。

隙間のないようにしてください。

❽ コーナリッドの取付け

❾ 電気配線工事（パネルと室内ユニットとの接続）

10 お掃除ユニットの取付け

ネジ

ピン

A

a

ピン

1. 付属のストラップをコーナリッドのピンに折り返して
引っ掛けてください。

2. コーナリッドに取付けたストラップの反対側をパネル
本体のピンに引っ掛けてください。

3. コーナリッドのa部をパネル本体のA部に挿入して、
コーナリッドのツメ（2ヶ所）をはめてください。

4. 付属のネジで固定してください。

1. 室内ユニットの制御箱の蓋のネジ(２本)を緩め、蓋を
図の矢印の方向にスライドして取外してください。

2. パネル本体の配線を室内ユニットに接続してください。
＜信号線＞
③CNL（黒，３Ｐ）：人感センサー線
④CNJ1（白，20Ｐ）：ルーバモータ線
⑤CNJ2（白，20Ｐ）：エアフレックスモーター線
⑥CNV（白，６Ｐ）：ラクリーナ基板線
⑦CNV2（黒，４Ｐ）：お掃除基板線

＜電源線＞
⑧ファストン端子（２個）：ラクリーナ電源線
⑨丸端子（１個）：アース線

3. 室内ユニットの制御箱の蓋を取付け、ネジ(２本)を
締付けてください。

4. 室内ユニットの形式、製造号機を取扱説明書裏ページ
等へ控えてください。
（お掃除ユニットを取付けると室内ユニットの装置銘
鈑が見え難くなります。）

1. お掃除ユニットの把手(２ヶ所)を持って、取付てくだ
さい。

2. お掃除ユニットのツメをパネル本体の板金部に乗るよ
うに、お掃除ユニットをパネル本体に収めてください。

3. お掃除ユニットのシャフト側をパネル本体に収めてく
ださい。

4. 仮固定ストッパー(２ヶ所)を矢印の方向にスライドし
て、仮固定してください。

5. ボルト(５本)で固定してください。

ネジ

冷媒配管 ドレン配管

引っ掛けてください。

引っ掛けてください。（５ヶ所）
必ず、コネクタは制御箱の内側に入れてください。

断面図

把手
把手

ストッパー（２ヶ所）
矢印方向にスライドして、
固定してください。

ツメ

板金

ボルト位置
（　５本）

ご注意
シャフトやブラシを持たないでください。
フィルター清掃が正常に動かなくなります。

ご注意
アース線は、所定の箇所に接続してください。

ご注意
お掃除ユニットをパネル本体に収める際、
ワイヤーを噛み込まないよう注意してください。
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ボルト位置　（５本）

ブラシ

❸ コーナリッドの取外し

❹ お掃除ユニットの取外し

❷ 吸込グリルの取外し

・コーナリッドを矢印の方向へ引き上げて取外

１．吸込グリルを持ち上げて、吸込グリルを開けます。

２．吸込グリルのコーナに取付けてあるワイヤーガイドを
外側にスライドして外してください。（４ヶ所）

３．吸込グリル内側のダストボックスの固定に使用して
いる段ボールと青テープを取外してください。

１．お掃除用制御箱の蓋を取外してください。
ネジ(２本)を緩め、蓋を図の矢印の方向にスライド
して取外してください。

２．お掃除用制御箱内のコネクタを外してください。
①CNY3（赤，４Ｐ）：ブラシ位置検知スイッチ線
②CNM2（白，20Ｐ）：ブラシモーター線

３．ボルト(５本)を取外してください。

４．仮固定ストッパー(２ヶ所)を図の矢印の方向に
スライドして、固定を解除してください。

５．把手を持って、ストッパー側から引き上げてください。
反対側はお掃除ユニットのツメがパネル本体の
板金に引っ掛かっています。

６．ツメを板金から外し、お掃除ユニットをパネル本体
から取外してください。

７．お掃除ユニットは、フィルター側を上にして平らな
場所に置いてください。
平らな場所には置くことができます。

してください。（4コーナとも）

ご注意

シャフトやブラシを持たないでください。
フィルター清掃が正常に動かなくなります。

ご注意

コーナリッド

この辺を右図のように
引き上げてください。

ワイヤーガイド
（４ケ所）

吸込グリル

ネジ

お掃除用制御箱の蓋
矢印方向にスライドして、
取外してください。

①CNY3（赤，４Ｐ）

ストッパー（２ヶ所）
矢印方向にスライドして、
固定を解除してください。

把手

ツメ

板金把手

②CNM2（白，20Ｐ）

表示部及び人感センサー部は、コーナ
リッド内で配線が接続されています。

お掃除ラクリーナパネル　据付説明書お掃除ラクリーナパネル　据付説明書

切欠き部（４ヶ所）
ここを持ってください。段ボール枠

製品

●次の場所への設置は避けてください。故障の原因になります。
・油煙が発生する作業場や水蒸気の発生、湿気の多いところ ・粉が浮遊する作業場や細かなホコリが大量に発生するところ
・タバコの煙が多いところ ・化粧品・特殊なスプレーを使用するところ
●温度制御が重要なところへの設置は避けてください。トラブルの原因になります。
エアコン運転中にフィルター清掃を開始すると、風量Lo・風向制御停止となります。

注　　意

●配線は、確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災等の原因になります。

●元電源を切った後に電気工事をする。また、ぬれた手で操作などしない。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

警　　告

<ラクリーナ（グリル昇降）について>お願い

注　意

・吸込グリルの動作範囲の周辺および下方30cm以内に障害物を置かないでください。
・電源投入前にお掃除ラクリーナパネルを取付けた場合、リモコンによる吸込グリルの昇降動作はできません。
・電源投入前に吸込グリルを収納する場合は、付属のクランプで仮固定する事ができます。
・電源投入後は付属のクランプを外してあることを確認してから昇降動作を行ってください。
・吸込グリル取付け後の初回はリモコンで「上げる」の操作を行い、吸込グリルを正規位置に収納してください。
（マイコンが収納位置を記憶します。）
・ワイヤーは、折り曲げ、ねじり、噛み込み等により傷つけたり、たばこ等の火が触れないようにしてください。

製品を梱包から取出す際は、段ボール枠と共に取出して、平らな場所に置いてください。
段ボール枠は製品に青テープで固定されています。段ボール枠の切欠き部を持って取出してください。
グリル昇降用部品ケースが製品の面より突出しているため、段ボール枠なしに意匠面を上にして製品を置くと、
クリル昇降用部品やそれを固定している発泡スペーサが破損します。

❶ 据付けの前に

・据付けはこの説明書に従って正しく行ってください。
・付属品を確認してください。
・人感センサーの検知範囲の目安は以下のとおりです。

付属品

人感センサー検知範囲の目安

取扱説明書 1冊
据付説明書 1枚
ボルト 4本 室内ユニットへの固定用
ストラップ 4本 コーナリッド落下防止用
ネジ 4本 コーナリッド固定用※
クランプ
※：電源投入前に吸込グリルを仮固定する際に使用する
クランプを固定するためにも流用します。

4本 吸込グリル仮固定用

ドレン配管側 冷媒配管側

表示部 人感センサ部

φb
φa

室内ユニット

h

80
0m
m

天井高さ 2.7 3.5 4.0
検知範囲① 約4.5 約6.4 約7.6
検知範囲② 約6.4 約8.3 約9.5

青テープ（８ヶ所）

意匠面 発泡スペーサ

グリル昇降用部品ケース

h [m]
φa [m]
φb [m]
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①
②
③
④
使用しません

⑤
⑥

14 ecoタッチリモコンによる各種設定

参考
一般事務所１年分のホコリを想定しています。
ホコリの多少により設定してください。

必ず、①お掃除自動を有効に設定してください。
フィルター清掃しません。

参考
ホコリがフィルターに残る場合、Ａ：ゆっくりに
設定すると改善される場合があります。

フィルター清掃などお掃除ラクリーナパネルの機能や吸込グリルの昇降、人感センサーを使用した制御を使用するには、ecoタッチリ
モコでの設定が必要です。必ず、本項の設定をしてください。

＜お掃除機能の設定＞  詳細はecoタッチリモコンの取扱説明書をご覧ください。
ＴＯＰ画面 メニュー ⇒ お手入れ ⇒ お掃除パネル設定 ⇒ 管理者パスワード入力

①お掃除自動
　お掃除機能の有効/休止を設定します。
　休止を選択した場合、お掃除に関する全ての機能が使用できませんので、ご注意ください。
制御有効：お掃除に関する全ての制御が有効になります。自動フィルター清掃などお掃除の機能を有効にします。
制御休止：お掃除に関する全ての制御が休止になります。

フィルター清掃しなくなり、お掃除の機能が全て使えなくなります。ecoタッチリモコンやバックアップスイッチでの操作
も全てできなくなります。

②清掃時間帯設定
　 自動でフィルター清掃を開始する時間帯を設定します。
　 設定した時間帯のエアコンが停止しているときにフィルター清掃を開始します。
Ａ：0:00 ～ 6:00
Ｂ：6:00 ～12:00
Ｃ：12:00 ～18:00
Ｄ：18:00 ～24:00
Ｅ：時刻指定…フィルター清掃を開始する時刻を５分単位で設定できます。設定した時刻にフィルター清掃を開始します。

③清掃間隔設定
　 フィルター清掃する間隔を設定します。
　 設定した期間中に１回もエアコンを運転していない場合、設定した間隔でフィルター清掃しません。
　 ただし、エアコンを運転していない期間が連続７日経過すると、自動でフィルター清掃します。
Ａ：毎日·······１日１回、フィルター清掃します。
Ｂ：２日毎 ···２日１回、フィルター清掃します。
Ｃ：３日毎 ···３日１回、フィルター清掃します。

④ダスト回収設定
　 ダスト回収(ダストボックス内に溜まったホコリを廃棄)をお知らせする時期を設定します。
　 パネル表示部の表示灯(黄)が点灯し、ecoタッチリモコンにダスト回収の時期であることを表示します。
Ａ：半年毎
Ｂ：１年毎
Ｃ：２年毎
Ｄ：日付指定…設定した日にちにダスト回収時期をお知らせします。

⑤ブラシ移動速さ設定
　 フィルター清掃するブラシの移動速さを設定します。（工場出荷時の設定はＢ：ふつう）
　 カッコ内の時間は、ブラシが１往復する時間です。
Ａ：ゆっくり （約45分）
Ｂ：ふつう （約30分）
Ｃ：少し はやい （約17分）
Ｄ：はやい （約８分）

⑥ブラシ往復数設定
　 フィルター清掃１回にブラシが往復する回数を設定します。（工場出荷時の設定は１回）
　 １～３回で設定できます。
　 1回のフィルター清掃に要する時間は設定した⑤ブラシ移動速さの時間と⑥ブラシ往復数の積になります。　
例）ブラシ移動速さ：ふつう（約30分）、ブラシ往復数：２回に設定した場合。

約30分 × ２往復 ＝ 約60分 …フィルター清掃開始して完了するまでに要する時間（１回のフィルター清掃の時間）

お掃除自動

清掃時間帯設定

ブラシ移動速さ

ブラシ往復数

清掃間隔設定

ダスト回収設定

ブラシ清掃回数

戻る 戻る

設定を選択してください。 設定を選択してください。

次ページ 前ページ

お掃除パネル設定 お掃除パネル設定

ご注意

14 ecoタッチリモコンによる各種設定　（つづき）

15 ecoタッチリモコンによる動作確認など

ご注意
必ず、設定してください。
吸込グリルを昇降できません。

ご注意
必ず、設定してください。
人感センサーの機能が使えません。

ecoタッチリモコンを使用して、フィルター清掃の実施や各動作の確認をすることができます。
１．試運転
ＴＯＰ画面 メニュー ⇒ サービス設定 ⇒ 据付設定 ⇒ サービスパスワード入力 ⇒ 試運転 ⇒ お掃除試運転

①フィルター清掃
フィルター清掃します。フィルター清掃中は吸込グリルの昇降ができません。
フィルター清掃を実施中、パネル表示部の表示灯は下記のように作動します。完了すると全て消灯します。
表示灯(緑)：点灯 ／ 表示灯(黄)：消灯

②ブラシ清掃①
ブラシやクシに残っているホコリを除去したり、フィルターに残っているホコリを除去するため、
ブラシが移動速さＣ：少し はやいでランダムに往復を繰り返します。（約12分）
ブラシ清掃①を実施中、パネル表示部の表示灯は下記のように作動します。完了すると全て消灯します。
表示灯(緑)：点灯 ／ 表示灯(黄)：連続点滅

③ブラシ清掃②
ブラシやクシに残っているホコリを除去したり、フィルタに残っているホコリを除去するため、
ブラシが設定した移動速さでランダムにブラシ清掃①より少ない往復数で往復を繰り返します。
（所要時間はブラシ移動速さによる）
ブラシ清掃②を実施中、パネル表示部の表示灯は下記のように作動します。完了すると全て消灯します。
表示灯(緑)：点灯 ／ 表示灯(黄)：連続点滅

グリル昇降操作

有効50Hz

無効

有効60Hz

戻る
操作を選択してください。

設定を選択してください。

無効

有効

戻る

人感センサー

操作を選択してください。 操作を選択してください。

戻る
戻る

停止運転

ブラシ清掃①
お掃除試運転

フィルター掃除

ブラシ掃除①

ブラシ掃除②

＜吸込グリル昇降の設定＞
ＴＯＰ画面 メニュー ⇒ サービス設定 ⇒ 据付設定 ⇒ サービスパスワード入力 ⇒ グリル昇降操作

据付け場所の電源周波数をタッチしてください。

吸込グリル下降長さを設定する場合はecoタッチリモコンの取扱説明書をご覧ください。
（工場出荷時の設定は２ｍ）

＜人感センサーの設定＞
ＴＯＰ画面 メニュー ⇒ サービス設定 ⇒ 据付設定 ⇒ サービスパスワード入力 ⇒ 人感センサー設定

有効 をタッチしてください。

人感センサーを使用した制御の設定はecoタッチリモコンの取扱説明書をご覧ください。

＜エアフレックス(風よけ)について＞
エアフレックス(風よけ)の設定は特に必要ありません。
ecoタッチリモコンのF1スイッチで、エアフレックス(風よけ)をON/OFFできます。
ただし、吹出口ごとや運転モードによりエアフレックス(風よけ)のON/OFFを変更する場合はecoタッチリモコンでの設定が
必要です。ecoタッチリモコンの取扱説明書をご覧ください。

①
②
③

お掃除パネル点検

個別点検

位置認識指令

位置合わせ制御

点検お掃除運転

戻る

操作を選択してください。

戻る

停止

操作を選択してください。

15 ecoタッチリモコンによる動作確認など　（つづき）

ご注意
吸込グリルを開いた状態でブラシ移動した場合、移動の途中など、
ブラシがＤ側端にない状態(表示灯(黄)：連続点滅)で吸込グリル
を閉じないでください。正しくフィルター清掃できません。
最悪の場合、お掃除ユニットが破損します。

ご注意
吸込グリルを開いた状態で点検お掃除運転した場合、フィルター清掃
の途中など、ブラシがＤ側端にない状態(表示灯(黄)：連続点滅)で
吸込グリルを閉じないでください。正しくフィルター清掃できません。
最悪の場合、お掃除ユニットが破損します。

ご注意
点検動作中は、ブラシがＤ側端部にない(表示灯(黄)：連続点滅)状態でグリルを昇降できます。（通常はできない）
表示灯(黄)が連続点滅しているときは吸込グリルを閉じないでください。
正しくフィルター清掃できません。最悪の場合、お掃除ユニットが破損します。
必ず、表示灯(黄)が消灯しているのを確認してから、吸込グリルを閉じてください。表示灯(黄)が連続点滅してる場合は、
消灯してから吸込グリルを閉じてください。（個別点検の ブラシ移動 C→D をタッチしてください）

２. 点検
ＴＯＰ画面 メニュー ⇒ サービス設定 ⇒ サービス・メンテナンス ⇒ サービスパスワード入力 ⇒ お掃除パネル点検

※位置認識指令と位置合わせ制御は本製品では使用しません。
　 旧型のお掃除ラクリーナパネルで使用します。

①個別点検
ブラシを移動させたり、位置検知スイッチの点検をすることができます。

ブラシ移動 Ｄ→Ｃ： ブラシがＤ側→Ｃ側に移動します。
 ブラシがＣ側端に到達すると停止します。
 また、 停止 をタッチするとタッチした時点の位置で停止します。
 　表示灯(緑)：１回点滅 ／ 表示灯(黄)：連続点滅

ブラシ移動 Ｃ→Ｄ： ブラシがＣ側→Ｄ側に移動します。
 ブラシがＤ側端に到達すると停止します。
 また、 停止 をタッチするとタッチした時点の位置で停止します。
 　表示灯(緑)：２回点滅 ／ 表示灯(黄)：連続点滅

位置スイッチ点検： 表示灯(緑)と表示灯(黄)が３秒間点滅します。その後、
 位置検知スイッチ(Ｄ側)をON中は表示灯(緑)が点灯します。
 位置検知スイッチ(Ｃ側)をON中は表示灯(黄)が点灯します。
  停止 をタッチするか、５分経過すると終了します。

②点検お掃除運転
フィルター清掃を開始します。フィルター清掃中に吸込グリルの昇降ができます。
また、お掃除ユニットの動作を点検する場合など、吸込グリルを開いた状態でフィルター清掃ができます。

表示灯(緑)：点灯 ／ 表示灯(黄)：連続点滅

③バックアップスイッチでの点検
バックアップスイッチで下記の点検動作ができます。動作内容はecoタッチリモコンを使用した場合と同じです。

ダスト回収時期に到達した場合は表示灯(黄)は点灯します。
ダスト回収し、フィルターサインをリセットした後、表示灯(黄)が連続点滅するか確認してください。

位置スイッチ点検

ブラシ移動 D→C ブラシ移動 C→D

個別点検

戻る
操作を選択してください。

点検お掃除運転

お掃除用

表示部
制御箱

Ｃ側Ｄ側

ブラシ

位置検知
スイッチ

位置検知
スイッチ

人感センサー

運転 停止

※：表示灯(緑)と表示灯(黄)が３秒間点滅します。その後、
位置検知スイッチ(Ｄ側)をON中は表示灯(緑)が点灯します。
位置検知スイッチ(Ｃ側)をON中は表示灯(黄)が点灯します。
再び、バックアップスイッチを押すか、５分経過すると終了します。

バックアップスイッチ
のON時間
３秒未満
３～６秒
６～10秒
10秒以上 ※

点検内容

点検お掃除運転
ブラシ移動Ｄ→Ｃ
ブラシ移動Ｃ→Ｄ
位置スイッチ点検

表示灯
(緑)
点灯
１回点滅
２回点滅

表示灯
(黄)

連続点滅
連続点滅
連続点滅

①

②

使用しません

使用しません

①CNY3（赤，４Ｐ）

お掃除用制御箱の蓋
矢印方向にスライドして、取付けてください。

ワイヤーガイド（□）
矢印方向(内側)にスライド
して、固定してください。

○マーク

□マーク

ストッパー（ロック状態） ストッパー（解放状態）

ブラケット
（２ヶ所）

フック
（２ヶ所）

11 電気配線工事（パネルとお掃除ユニットとの接続）

12 吸込グリルの取付け

13 ダストボックスの確認

1. お掃除用制御箱内の配線を接続してください。
①CNY3（赤，４Ｐ）：ブラシ位置検知スイッチ線
②CNM2（白，20Ｐ）：ブラシモーター線

2. お掃除用制御箱の蓋を取付けてください。
蓋を図の矢印の方向にスライドし、ネジ(２本)を締付け
てください。

1. ダストボックス蓋のフック(２ヶ所)が吸込グリルのブラ
ケットに引っ掛かっていることを確認してください。
引っ掛かっていない場合は、ダストボックスを矢印の方
向に移動し、フックを引っ掛けてください。

2. ダストボックス蓋のストッパー(１ヶ所)がロックされ、
ダストボックス（透明）が出てこないことを確認してくだ
さい。

1. ワイヤーガイドを吸込グリルに取付けてください。
ワイヤーガイドの形状と取付け部のマークの形状を合わ
せてください。
形状が異なる組合せでは取りけることができません。

ご注意
ワイヤガイドは確実に取付けてください。また、ワイヤー
が他の部品に絡まっていないか確認してください。吸
込グリルの昇降ができなくなったり、吸込グリルが脱落
する恐れがあります。

ご注意
吸込グリルの取付けには方向性があります。
正しい方向に取付けないと、フィルター清掃ができま
せん。

ご注意
ダストボックス蓋のフックが引っ掛かっていない状態で
吸込グリルを閉じると、正しくフィルター清掃できません。
最悪の場合、お掃除ユニットが破損します。

②CNM2（白，20Ｐ）ネジ

ワイヤーガイド（○）
矢印方向(内側)にスライド
して、固定してください。


